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講義ノート
動作の制御､ルースさにつながるのではないか｡
実際にガラス坂上に固定されたミオシン分子の上をすべり運動するアクチンフィラ
メントを見るとそれがまるで生きもののようにみえる｡うねうねとやわらかくはいまわ
ったり､勝手にオンオフしながらとぶように動いたり｡この生きものらしさのもとは何
であろうか｡
実験としても理論としてもタンパク質分子1ヶ､分子集合体1ヶ､分子機械1ヶの統
計力学をつくらねばならない｡平衡の統計力学ばかりでなく､自由エネルギー変換の統
計力学を｡タンパク質分子1ヶはすでに相当の複雑系である｡ミオシンとアクチンの分
子の立体構造は解かれている｡それを考えに入れながら､分子機械の中に形成されるで
あろう"状態〝をとらえることが重要ではなかろうか｡
§ 10.おわりに
講義ではさらに他の分子機械について､特に定常的動作をする分子機械ばかりでなく､
確率的動作をする分子機械とそれらの分子機械のつくるシステムについても話す予定
である｡生きものらしさの一つに自主性､自発性がある｡そのもとは分子機械にあるが､
それがシステムをつくった段階であらわになる｡
このテキストでは生物物理の進み方の一つの例をのべたっもりである｡生命現象のあ
る部分を切りとって､生物からとり出した分子によってそれを生物の外で再現する｡そ
の現象を物理のことばで記述できれば成功である｡生物の中にはじめから物理の問題が
あるのではなくて､問題を物理にする､あるいは物理としておもしろい問題にするので
ある｡それには対象をしっかり定義できるだけの生物学､化学の方法をもたなければな
らないし､現象の明確な定量的な記述のためには上の例のように新しい物理的実験方法
をつくり出さなければならない｡そして物理として問題をとこうとする｡このとき既存
の物理で間に合わないとなれば望むところである｡問題をといたときに生きものらしさ
の一端がとらえられれば最高である｡
生物共通に見られる現象もおもしろいが､1ぴ書の生物のささいなふるまいも､特異
な生物の特異な行動もおもしろい｡もし､それらの現象のある面を物理にすることがで
きればそれがもとはささいで特異に見えても､実は大きなひろがりのある現象につなが
ることを意味する｡生物物理はいまのところ問題解決というよりも問題提起の学問であ
る｡
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